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都市化による洪水のピーク流量の
増加、洪水到達時間の短縮

極端な事例：都市化流域
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ブナ林に話をもどそう



杉林が水を育む．．．ブナは？







近代林学の誕生





地球全体として森林は減っ
ているが、中緯度では増え
ている国も多い

それ以上に、熱帯雨林の減
少が大きいので、全体とし
て減っている

ただし、森林の定義の問題
もある





●燕山山地　－北京の水源林－
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確かに、植生は回復しているように見える Great Green Wall

（植生を赤く表示するフォールスカラー画像）



●流入量減少の理由はなにか

・森林の蒸散による損失量の増加
・流域における水利用の増加
・気候変動

注意　植林→水資源の減少ではない　短絡的に考えてはいけない、
科学的思考方法を身につけよう！

①ひらめき・・・・検証すべき仮説の発見
②仮説の検証・・・適切な手法、データはあるか
③結　　　論・・・②の結果によってこう考えざるを得ない
　　　　　　　　　と結論付けられた仮説

①の段階と③の段階を区別しよう！
これができてこそ大学を卒業する意味がある

環境問題は危機を煽ることによって一般に重要性を認識させるという面もある
が、観測事実なのか、悲観的な仮説なのか、十分考察する必要があろう。ただ
し、地球温暖化はその影響が未知の段階で、世界的コンセンサスのもとで対策
が講じられることになった特殊な環境問題

（燕山における植林の成果）



参考）森林の回復と水資源　－林学の成果－

①土壌の保全
・初期の段階では土壌保全を最優先させる
・樹木の活着をはかる
　降水を吸収し、ゆっくり流出させる緑のダム機能を持つ森
林土壌の発達を最優先させる

②森林の保全
・樹木の生長
　この段階では樹木の蒸発散によって水資源は減少

③水保全
・十分に土壌が発達し、森林が成立した段階で、枝打ち、間
伐といった森林施行により水保全をはかることができる
　この段階で森林の持つ機能（水源涵養機能、気候緩和機
能）を最大限に享受することができる　

周辺諸科学の成果を知ることが必要

燕山はこの段階に
あると思われる

日本は③の
段階にある



杉の形に注意、枝
打ち、間伐がしっ
かり行われている



科学の成果
時間がかか
る、ボトム
アップ型科学



ハイドログラフ









実験期間に注意！
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先週紹介した図



北向き斜面の方が、伐

採したときの流量増加量

が多い

自然現象は気がつく、気がつかないに関わらず全ての要素が関連しあっている



夏の影響が冬に！







常緑針葉樹

　熱帯雨林
（常緑広葉樹）

落葉・常緑広葉樹











日本では、積雪地域にブナ林（落葉広葉樹）が分布しているこ
とが多く、多雪であることも豊かな水を育む要因となっている
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